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1解答用紙について
かいと う よ う し ま い も ん だ い よ う し

1解答用紙は1枚で，問題用紙にはさんであります。
か かりせんせいしじしたが しよて い ら ん し よ じ ゆ け ん ば ん ご う か

（2）係の先生の指示に従って，所定の欄2か所に受検番号を書きなさい。
こた かいとうようし か

（3）答えはすべて解答用紙のきめられたところにはっきりと書きなさい。
かいとうようしき

（4）解答用紙は切りはなしてはいけません。
かいとうようしじるししゆうけい かいとうかんけい

（5）解答用紙の燕印は集計のためのもので，解答には関係ありません。
もんだいようし

2 問 題 用 紙について
ひ ょ うししよていらんじゆけんばんごうか

(1)表紙の所定の欄に受検番号を書きなさい。
もんだいぜんぶもん ひようしの ぞ

（2）問題は全部で4間あり，表紙を除いて6ページです。
べ っ し

3別 紙について
べっ し ま い もんだいようし

1別紙が1枚あり，問題用紙にはさんであります。
しよて いらんじゆけんばんごうか

（2）所定の欄に受検番号を書きなさい。
べっしけいさん ず ぱあいつか

（3）この別紙は．計算したり．図をかいたりする場合に使ってかまいません。
かいとう

4解答について
こたこ んごうふくぱあいこんごう こた

答えに根号を含む場合は，根号をつけたままで答えなさい。
いんさっ て かかりせんせいき、

○印刷のはっきりしないところは手をあげて係の先生に聞きなさい。

じゅけんばんごう

受検番号
だい ば人
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てん

(65点？
つ ぎ か く もんこた

次の各問に答えなさい。

けいさん

(1)7韮－5躯を計算しなさい。
てん

(4点；

てん

(4点琴
けいさん

(2)（－5）×（－2）＋3を計算しなさい。

けいさん

3〃を計算しなさい書
てん

(4点｝(3)6.r×2，Ill

ほうていしき と

(4)方程式5x+3=2x+6を解きなさい．
てん

(4点｝

てん

(4点］
けいさん

を計算しなさい。(5)イー面 6,/~面

いん1－うぶんかい

(6)鉛2＋4エー12を因数分解しなさい。
てん

(4点：
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てん

(4点；
れんりつほうていしき

(7)連立方程式
と

を解きなさい。

てん

(4点：
じほうていしき

(8)2次方程式3r2-5.r+1 0を解きなさい二

おお もと

Zxの大きさを求めなさい。
てん

（4点）

みぎず

(9)右の図で，′〃郷のとき
45

"2 〆

かんすう あたいぞうかへんかわりあいもと

(10)関数y=2x*について。鋸の値が2から4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。
てん

（4点）

１
１



みぎず

(11)右の図のよ
へん

から，辺AD
か

書きなさい。

さんかくちゅう つぎ なか

うな三角柱ABCDEFがあります。次のアーェの中
いち へん えら きごう

とねじれの位置にある辺を1つ選び，その記号を
てん

(4点） 二 二B
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(12）右の図は，関数〃＝一旦のグラフです。関数〃＝－且に
みぎず かん すう かんすう

･r．r
の つぎなかあやま

ついて述べた次のアーェの中から。誤っているものを1つ
えら きごうかてん

選び，その記号を書きなさい。（4点）

､r

0かんすう てん とお

この関数のグラフは，点（2，3）を通る。
か ん す う げ ん て 人 た い し よ う ち ゅうしんてんたいしよう

この関数のグラフは原点を対称の中心として点対称である。
は人いへんかわりあいいってい

x<0の範囲で，変化の割合は一定である。
はんい あたいぞうかあたいげんしよう

x<0の範開で，おの値が増加するときりの値は減少する。

ア

イ
ウ

工

みぎずていめんはんけいぽせんなが

:13J右の図のような，底面の半径が3cm,母線の長さが5cmの
えんすい えんすいたかたいせき もと

円錐があります。この円錐の高さと体積をそれぞれ求めなさい。
えんしゆうりつ かくてん

ただし，円周率は刀とします。（各2点）



めでだいしよう どう じ か い な お お でめ

(14)1から6までの目が出る大小1つずつのさいころを同時に1回投げ，大きいさいころの出た目
かず ちい でめかず かくりつもと

の数をα小さいさいころの出た目の数を6とします。このとき，α＞6となる確率を求めなさい。
だいしよう め で どうようたしてん

ただし，大小2つのさいころは，どの目が出ることも|司様に確からしいものとします。（4点）

つぎ にんせいと か い お こ な せ い こ う か い す う

115)次は.5人の生徒がバスケットボールのフリースローをそれぞれ10回行い，成功した回数を
きろく にんせいと せいこうかいすうへいきんちちゅうおうち もと

記録したものです。5人の生徒のフリースローが成功した回数の平均値と中央値をそれぞれ求め
かくてん

なさい。（各2点）

せいこうかいすうきろくかい

フリースローが成功した回数の記録(回）

|恥ハ”5，4，7，5，9

皇E三共ﾌ〉

ちゅうがつこうぜんこうせい とにんなつやすよほんにんさつすうしら

(Hi)ある中学校で，全校生徒600人が夏休みに読んだ本の1人あたりの冊数を調べるために，
にんたい し よ う ひ ょ う ぼ ん ち ようさおこなつぎなかひょうほんえらかたもつと

90人を対象に標本調査を行うことにしました。次のアーェの中から標本の選び方として最も
てきせつ えら きこ'うか もつとてきせつ りゆうせつめL，

適切なものを1つ選び，その記号を書きなさい。また，それが最も適切である理由を説明しなさい。
てん

（5点）

ねんせいぜんいん にんとおばんごうらんすうつかせいとにんえら

3年生全員の200人に通し番号をつけ，乱数さいを使って生徒90人を選ぶ。
ぜんこうせいとに人とおばんごう らんすう つかせいとにんえら

全校生徒6()0人に通し番号をつけ，乱数さいを使って生徒90人を選ぶ。
ねんせいぜんいん にんばか としよしつりようかいすうおおじゆんせいとに人えら

3年生全員の200人の中から，図書室の利用回数の多い順に生徒90人を選ぶ。
ぜん こうせいとにんなかとしよしつりようかいすうおおじゆんせいとに人えら

全校生徒600人の中から，図書室の利用回数の多い順に生徒90人を選ぶ。

ア

イ
ウ

工
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2茨の答簡に蓉えなさい。(11&)
したず ちようてん へん すいせん へん こうてん

(1)下の図の△ABCで，頂点Aから辺BCへ垂線をひき，辺BCとの交点をHとします。
じようぎつかさくず

コンパスと定規を使って作図しなさい。
さくず せんけ て人

ただし，作図するためにかいた線は，消さないでおきなさい。（5点）

A

B

み ぎずへいこうしへんけいちようてん

(2)右の図のように，平行四辺形ABCDの頂点A,C
たいかくせん すいせんたいか〈せんこうてん

から対角線BDに垂線をひき，対角線との交点を

それぞれE,Fとします。
しようめ'吟

このとき,AABE=ACDFであることを証明
て ん

しなさい。（6点） B

C

A

C

てん

点Hを

，



つぎ

次は，
かいわ

AさんとBさんの会話です。
よ

これを読んで
したかくもんこた

下の各問に答えなさい
てん

(9点：
（
壷
・
）

でんちゅうたか ちよつかくさんかくけいそうじかんがかたつかもと

Aさん「あの電柱の高さは，直角三角形の相似の考え方を使って求められそうだね｡」
かげながひかくもとぼうぼう

Bさん「影の長さを比較して求める方法だね｡」
で ん ち ゅ う ひ か く こうて いてつぼうりょう

Aさん「電柱と比較するのに校庭の鉄棒が利用できそうだね｡」

てつぼうたか か げ な が で ん ち ゅ う か げ な が は か て つ ぼ う た か

(1)AさんとBさんが，鉄棒の高さと影の長さ，電柱の影の長さを測ったところ，鉄棒の高さは
てつぽうかげなが でんちゅうかげなが でんちゅうたかもと

1.6m,鉄棒の影の長さは2m,電柱の影の長さは8mでした。このとき電柱の高さを求めなさい。
かげながどうじこぐはか でんちゆうてつぽうはぱあつかんが

ただし影の長さは同時刻に測ったものとし，電柱と鉄棒の1幅や厚みは考えないものとします。
でんちゅうてつぽうじめんたいすいちよ〈たじめんへいめんてん

また電柱と鉄棒は地面に対して垂直に立ち地面は平面であるものとします。（4点）

↑
Lemfl

、ﾉ

2m

←

"-8m-

でんちゅう た か て つ と う た か も と

(2)AさんとBさんは，電柱よりも高い鉄塔の高さを求めようと
しようがいぶっ てっとうかげながばか

しました。しかし，障害物があり，鉄塔の影の長さを測ることが
せんせいそうだん せんせいかげながはか

できないので先生に相談しました。先生は影の長さを測らずに
たかもとほうほういか せつめい

高さを求める方法を以下のように説|ﾘIしてくれました。
あたいもと てん

「ｱ可にあてはまる値を菜めなさい。（5魚） 番せんせいせつめい

【先生の説明；

したず てっとうせんたんてん じめんすいせん じ め ん こ う て ん

1ぐの図のように鉄塔の先端を点Pとし,pから地面に垂線をひき地面との交点をQと
たいちてん めいちてん たいち

します。また,Aさんの立つ位置を点A,Aさんの目の位置を点A',Bさんの立つ位置を
てん めいちてん にんすいへいじめんたいすいちよくた

点B.Bさんの目の位置を点B′とし,2人は水平な地面に対して垂直に立ちます。
す い へ い ほ う こ う た い せ んたんみあかくど いち てん

Aさんが水平の方向に対して先端Pを見上げる角度が15°になる位置にBさんが2点A,0
むすせんぶんじようすいへいほうこうたいせんたんみあかくど いちたつぎ

を結んだ線分上で，水平の方向に対して先端Pを見上げる角度が30.になる位置に立ち，次の
なが てつとうたか もと

長さがわかると，鉄塔の高さPQを求めることができます。
にんめたか ひと あいだきより

2人の目の高さAA′とBB'が等しく.AA'が1.5m,AさんとBさんの間の距離ABが
てつとうたか

50mであるとき鉄塔の嵩さPQは「ﾗﾗmになります。

グー

｢手

QBA
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みぎずきよくせんかんすう

右の図lにおいて，曲線は関数
ちょくせんてん

のグラフで，直線′は点A(-6.18),
きよくせんまじ

で曲線と交わっています。
つぎかくもんこた

このとき次の各問に答えなさい＝

誕
只
）

１
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小

昭’
一

てん

(15点｝

てん

(4点？
ちょくせんしきもと

(1)直線′の式を求めなさい毒

エ
、

0

ず

図1

きよくせんじようてんてんうごてんてんじくへいこうちよ<せA

(2)子の画2において”曲線上を点Aから点Bまで動く点Pをと肌点Pからz軸と平行な直線
ちょくせん こうてん てん じ〈すいせんじくこうてん

をひき，直線’との交点をQとします。また，点P,Qから.r軸へ垂線をひき難Illとの交点

をそれぞれR,Sとします。
つぎこた

このとき，次の①，②に答えなさい。

ちようほうけい せいぼうけい てんざひょう

①長方形PRSQが正方形になる点Pの座標
とちゅうせつめいか もと

を，途中の説明も書いてすべて求めなさい。
さいてん ざひょう

その際，「点PのX座標をiとおくと,」に
っづせつめい てん

続けて説明しなさい。（6点）

ノ
,r

、
R 0

ず
図

めんせきひ

②△BPQと△OPQの面積比が1:3となる
てんざひょうもとてん

点Qの座標を，すべて求めなさい。（5点》

いじようもんだいお

(以上で問題は終わりです｡｝
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1*

（4）※

鑓＝

（7）蕊

躯＝二，〃＝

(10)

13

高 さcn

{’1※
、ｰﾉ

（5）燕

（8）※

ェ・＝二

(11)*

'体積cm‐

（3）労

（6）弾

(9)熱

F

(12)*

(14)*

15*

平 均値｜Ⅱ| ｜ 中 央 値 I

il6i

(記号）

(説明）

受検番一 第 蕃



数学 解答 用紙｛21

2

露
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区
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1*

y=

(2)①、

(説明）

点Pのェ座標をtとおくと

答え

(2)②蓋

鼠ﾙ4

(1*

A

動JJ［

（2）労

(証明

!lルー

I、

（2）繁

1ｺ

1の得点

得点
波

受検番長 第 肴




